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(57)【要約】
　回路保護アセンブリは、製造が簡単であり、内蔵型絶
縁ヒューズ構成を有するポスト構成を採用する。本回路
保護アセンブリは、電力源と保護すべき回路との間に設
けられる。本回路保護アセンブリは、装着ブロックであ
って、貫通して延びる孔、および装着ブロックの第１の
表面の凹部キャビティを有する、装着ブロックを含む。
凹部キャビティ内には、第１の端部を有するポストが設
けられ、孔を貫通して本体部分が延びる。中心に設けら
れたアパーチャを有するヒューズは、ポストの本体部分
を受けるように構成される。ポストは、保護すべき回路
に接続するための端子を受けるように構成された第２の
端部を有する。



(2) JP 2013-526768 A 2013.6.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着ブロックであって、貫通して延びる孔、および前記装着ブロックの第１の表面の凹
部キャビティを有する、装着ブロックと、
　前記凹部キャビティ内に設けられた第１の端部および前記孔を通って延びる本体部分を
有するポストと、
　前記ポストの前記本体部分を受けるように構成された、中心に設けられたアパーチャを
有するヒューズであって、前記ポストが、保護すべき回路に接続するための端子を受ける
ように構成された第２の端部を有する、ヒューズと
を備える、回路保護アセンブリ。
【請求項２】
　前記ヒューズの下方の前記ブロックの第２の表面に設けられたバスプレートをさらに備
え、前記バスプレートが前記ヒューズの第１の端子と接触する、請求項１に記載された回
路保護アセンブリ。
【請求項３】
　前記孔が第１の孔であり、前記ポストが第１のポストであり、前記丸型端子が第１の丸
型端子であり、前記アセンブリが、
　前記ブロックを貫通して延びる第２の孔と、
　前記ブロックの前記第１の表面と接触する第１の端部、前記第２の孔を貫通して延びる
本体部分、ならびに前記バスプレートと接触する第１の端部および保護すべき回路に接続
するための第２の端部を有する第２の丸型端子を受けるように構成された第２の端部を有
する第２のポストと
をさらに備える、請求項２に記載された回路保護アセンブリ。
【請求項４】
　前記ヒューズが、前記端子と接触する第２の端子と、前記ヒューズの前記第１の端子と
前記第２の端子とを電気的に接続するヒューズエレメントとを備える、請求項１に記載さ
れた回路保護アセンブリ。
【請求項５】
　前記ヒューズの前記第１の端子から前記ヒューズの第２の端子まで延びるカバーをさら
に備え、前記カバーが前記ヒューズエレメントを覆って設けられる、請求項４に記載の回
路保護アセンブリ。
【請求項６】
　上側表面および下側表面を有する装着ブロックと、
　各々が前記ブロックの前記上側表面から延びる複数のポストと、
　各々が第１の端子および第２の端子によって規定される複数のヒューズであって、ヒュ
ーズエレメントが前記第１の端子と前記第２の端子とを接続し、前記ヒューズの前記第１
の端子の各々が、前記複数のポストのうちのそれぞれのポストを受けるように構成された
、中心に設けられたアパーチャを有する、ヒューズと、
　前記装着ブロックの底部表面の全長にわたって延びるバスバーであって、前記バスバー
が前記ヒューズの各々の前記第２の端子を規定する、バスバーと
を備える、回路保護アセンブリ。
【請求項７】
　前記装着ブロックが、対応するヒュージブルエレメントの少なくとも一部分が設けられ
る複数の凹部を有する、請求項６に記載の回路保護アセンブリ。
【請求項８】
　前記凹部が前記装着ブロックの側壁によって部分的に規定され、前記ヒュージブルエレ
メントの各々が、前記ヒュージブルエレメントの各々からの熱放散に適応するように、前
記側壁から遠くに離して設けられる、請求項７に記載の回路保護アセンブリ。
【請求項９】
　前記装着ブロックの前記上側表面が複数の凹部を含み、前記ポストの各々が、対応する
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凹部内に少なくとも部分的に設けられた第１の端部を有する、請求項６に記載の回路保護
アセンブリ。
【請求項１０】
　前記ヒューズの前記第１の端子から前記ヒューズの第２の端子まで延びるカバーをさら
に備え、前記カバーが前記ヒューズエレメントを覆って設けられる、請求項６に記載の回
路保護アセンブリ。
【請求項１１】
　前記装着ブロックが前記ブロックの前記上側表面の全長にわたって延びる凹部を含み、
前記凹部が、前記凹部内に少なくとも部分的に設けられた前記複数のポストの各々の第１
の端部を受けるように構成された、請求項６に記載の回路保護アセンブリ。
【請求項１２】
　前記凹部が溝状凹部である、請求項１１に記載の回路保護アセンブリ。
【請求項１３】
　前記装着ブロックの前記上側表面の前記複数のポストの各々の間に設けられた複数のガ
ードをさらに備える、請求項６に記載の回路保護アセンブリ。
【請求項１４】
　前記装着ブロックの第１の端部に配置され、前記バスバーに電力を供給するように構成
された電力接続アセンブリをさらに備える、請求項６に記載の回路保護アセンブリ。
【請求項１５】
　前記電力接続アセンブリが、電力接続部分と前記ヒューズの各々の前記第２の端子との
間に設けられたヒューズをさらに備える、請求項１４に記載の回路保護アセンブリ。
【請求項１６】
　上側表面および下側表面、ならびに装着ブロックの前記上側表面から延びる凹部キャビ
ティを有する装着ブロックと、
　前記装着ブロックの周囲に少なくとも部分的に設けられた統一されたヒューズアセンブ
リであって、前記統一されたヒューズアセンブリは、各々がヒューズの第１の端子を形成
するために前記装着ブロックの前記下側表面に設けられたバスプレートの一部分によって
規定された複数のヒューズを有し、少なくとも部分的に前記装着ブロックの前記上側表面
に第２の端子が設けられ、ヒューズエレメントが前記第１の端子と前記第２の端子とを接
続する、統一されたヒューズアセンブリと、
　本体および前記本体から延びる複数のポストを有するポストアセンブリであって、前記
本体が、前記凹部キャビティ内に少なくとも部分的に摺動可能に挿入されるように構成さ
れた、ポストアセンブリと
を備える、回路保護アセンブリ。
【請求項１７】
　前記凹部キャビティが第１の凹部キャビティであり、前記装着ブロックが前記装着ブロ
ックの側壁によって部分的に規定され、前記ブロックの頂部表面の近くから前記ブロック
の底部表面まで延びる第２の凹部キャビティを含み、前記ヒュージブルエレメントが、前
記凹部を覆って前記装着ブロックの前記側壁から遠くに離して設けられる、請求項１６に
記載の回路保護アセンブリ。
【請求項１８】
　前記装着ブロックの第１の端部に配置され、前記バスバーに電力を供給するように構成
された電力接続部分をさらに備える、請求項１６に記載の回路保護アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、回路保護デバイスの分野に関する。より詳細には、本発明は、製
造がより簡便で、ヒューズを備える内蔵型絶縁構成を提供するポスト（post）構成を採用
するヒューズアセンブリに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ヒューズは、回路保護デバイスとして使用され、電源と保護すべき回路中の構成要素と
の間に電気接続を形成する。ヒューズは、特に、過電流状態によって引き起こされるダメ
ージから保護するように構成され得る。ヒューズは、回路中で特定の過電圧状態および／
または過電流状態が発生したときに、回路経路を物理的に開き、または遮断し、ダメージ
から電気構成要素を絶縁するように構築される。
【０００３】
　一般に、車両中の電気システムは、これらの状態によって引き起こされるダメージから
電気回路、機器および構成要素を保護するために、多数のこれらのタイプの回路保護デバ
イスを含む。たとえば、車両中の電源（たとえば、バッテリー）は、電気ケーブルの丸型
端子が接続される端子ポストに嵌合されたヒューズを利用する。通常、丸型端子とヒュー
ズとを所定の位置に保持するために、ナットがそのポストにねじ留めされている。過剰電
流状態が存在するとき、端子ポスト上のヒューズは、電源に接続された構成要素をこの過
剰電流から保護する。丸型端子が、ヒューズを介してではなく直接的にポストと電気接触
すると、意図しないショートが生じる。この問題を克服するために、電流が、ヒューズを
バイパスし、保護回路に損傷を与えないようにヒューズと丸型端子とを絶縁するために、
ポストに嵌合された絶縁ナットが使用されてきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　あるアプリケーションでは、複数のこれらのヒューズ構成と単一の電力源を共有して、
複数の回路に電力を分配することができる。たとえば、図１はヒューズアセンブリ１０の
側面断面図であり、ポスト２５がそこから延び、ヒューズ３０が装着されたハウジングま
たはブロック２０が示されている。丸型端子４０は、ポスト２５に嵌合される。丸型端子
４０は、保護すべき電気回路に電力を供給するために、電力ケーブル４１に接続される。
丸型端子４０は、ヒューズ３０の上側端子と電気接触するが、ポスト２５から絶縁される
ように構成される。この構成では、電力は、ヒューズ３０の下側端子に接続されたブロッ
ク２０中に設けられたバスバー４５に供給される。このようにして、ヒューズ３０は、バ
スバー４５を、ヒューズエレメント３５を介して丸型端子４０と接続する。過電流状態が
生じると、ヒューズエレメント３５は、バスバー４５から丸型端子４０への電流の流れを
開くか、またはそれを防止し、それにより、電気回路が保護される。ポスト２５は、典型
的にはプラスチックで作製されたブロック２０内に成形される。残念ながら、ブロック２
０中にポスト２５の一端を成形することによって、追加の製造ステップとそれに関連する
コストが必要となる。したがって、製造がより容易であるポストまたは端子部分を含み、
不要な短絡を防ぐための絶縁構成を提供するヒューズアセンブリを提供することが必要で
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の例示的な実施形態は、電源と保護すべき回路との間に設けられた保護デバイス
を対象とする。例示的な実施形態では、本回路保護アセンブリは、装着ブロックであって
、貫通して延びる孔、および装着ブロックの第１の表面の凹部キャビティを有する、装着
ブロックを備える。凹部キャビティ内には、第１の端部を有するポストが設けられ、孔を
貫通して本体部分が延びる。中心に設けられたアパーチャを有するヒューズは、ポストの
本体部分を受けるように構成される。ポストは、保護すべき回路に接続するための端子を
受けるように構成された第２の端部を有する。
【０００６】
　別の例示的な実施形態では、回路保護アセンブリは、上側表面および下側表面を有する
装着ブロックを備える。複数のポストが含まれ、ポストの各々は、ブロックの上側表面か
ら延びる。複数のヒューズは各々、第１の端子および第２の端子によって規定され、ヒュ
ーズエレメントは第１の端子と第２の端子とを接続し、ヒューズの第１の端子の各々は、
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複数のポストのうちのそれぞれのポストを受けるように構成された、中心に設けられたア
パーチャを有する。バスバーは、装着ブロックの底部表面の全長にわたって延び、バスバ
ーはヒューズの各々の第２の端子を規定する。電力接続アセンブリは、装着ブロックの第
１の端部に配置され、バスバーに電力を供給するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】一つのブロックと一体成形されたポストを採用する従来技術のヒューズアセンブ
リを示す図である。
【図２Ａ】本開示の一実施形態による例示的なヒューズアセンブリの分解斜視図である。
【図２Ｂ】本開示の一実施形態による図２Ａのヒューズアセンブリの底部斜視図である。
【図２Ｃ】図２Ａおよび図２Ｂに示したヒューズアセンブリの一部分の側断面図である。
【図３Ａ】本開示の一実施形態によるアセンブリにおいて利用されるヒューズの分解斜視
図である。
【図３Ｂ】本開示の一実施形態によるアセンブリにおいて利用されるヒューズの上面図で
ある。
【図４Ａ】本開示の代替実施形態によるアセンブリの様々な斜視図である。
【図４Ｂ】本開示の代替実施形態によるアセンブリの様々な斜視図である。
【図４Ｃ】本開示の代替実施形態によるアセンブリの様々な斜視図である。
【図４Ｄ】本開示の代替実施形態によるアセンブリの様々な斜視図である。
【図５】本開示の代替実施形態による例示的な実施形態の斜視図である。
【図６Ａ】本開示の代替実施形態による例示的な実施形態の斜視図である。
【図６Ｂ】本開示の代替実施形態による例示的な実施形態の斜視図である。
【図７】本開示による例示的な実施形態の分解斜視図である。
【図８Ａ】本開示による例示的な実施形態の斜視図である。
【図８Ｂ】本開示による、図８Ａに示した例示的な実施形態の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　次に、本発明について、本発明の好適な実施形態が示された添付の図面を参照して、よ
り十分に以下に説明する。ただし、本発明は、多くの異なる形態で実施でき、本明細書に
記載される実施形態に限定されると解釈されるべきではない。そうではなく、これらの実
施形態は、本開示が完璧かつ完全であり、本発明の範囲を当業者に十分に伝えるために提
供される。図面において、同様の番号は、全体を通して同様の要素を指す。
【０００９】
　図２Ａは、１つまたは複数のヒューズ１３０が装着されたハウジングまたはブロック１
２０を含むヒューズアセンブリ１００の斜視図である。この図では、１つのヒューズ１３
０が２つのポスト１５５および１２５とともに示され、ポスト１５５はバスプレート１３
１に電力を供給し、ポスト１２５はヒューズ１３０を受ける。特に、第１のポスト１２５
は、ブロック１２０の受容ボアとバスプレート１３１の対応するボアとを貫通して設けら
れ得る。ヒューズ１３０は、ポスト１２５を受ける（図３Ｂに示すような）ほぼ中心のア
パーチャを有するセラミック「ブロック」ヒューズとすることができる。絶縁体１２６は
、ポスト１２５をヒューズ１３０から絶縁する。ケーブル１４１に接続された丸型端子１
４０がポスト１２５に装着され、ヒューズと丸型端子を所定の位置に保持するために、ナ
ット１４５がポストにねじ係合する。第２のポスト１５５は、ブロック１２０を貫通して
延び、バスバー１３１と電気接触して電力を提供する。またポスト１５５はねじ留めされ
、丸型端子１５０とナット１５５とを受ける。ケーブル１５１は、バスバー１３１を介し
てヒューズアセンブリに電力を分配するために、丸型端子１５０を介してポスト１５５に
接続される。このようにして、丸型端子１５０から、ヒューズ１３０を介してバスプレー
ト１３１に、丸型端子１４０に、保護すべき構成要素および／または回路への回路が形成
される。したがって、電力は、１つのロケーション（たとえば、丸型端子１５０およびバ
スプレート１３１）においてアセンブリに供給され、それぞれのヒューズアセンブリ（た
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とえば、ヒューズ１３０）を介して回路に分配される。
【００１０】
　図２Ｂはアセンブリ１００の底面図であり、ブロック１２０内のポスト１２５および１
５５の保持構成が示されている。特に、ブロック１２０の底面は、各ポスト１２５、１５
５のヘッドよりもわずかに大きなサイズを有する凹部を含み、その内部には、それぞれの
ポストがブロック１２０を貫通して所定の位置に固定されるように、これらのヘッドが設
けられる。ポスト１２５および１５５は、ブロック１２０のそれぞれの凹部に圧力嵌合す
ることができ、凹部は、各ポスト１２５、１５５のそれぞれのヘッドと同じ形状を有し、
ポストの各々の本体部分はブロック１２０を通って延びる。このようにすると、ポストを
ブロック１２０と一体成形する必要がなく、それにより、製造コストおよび労働コストが
低減される。
【００１１】
　図２Ｃは、図２Ａおよび図２Ｂに示されたヒューズアセンブリの一部分を示す側断面図
である。図を見ると分かるように、ポスト１２５のヘッド１２５ａは、ブロック１２０内
に埋め込まれるが、その中には成形されない。別個の構成要素であり、ブロック１２０の
一部としては成形されない絶縁体１２６は、バスバー１３１からポスト１２５を絶縁する
ために、ヘッド１２５ａからポスト１２５に沿って延び、ヒューズ１３０の下側端部に入
る。ブロック１２０内にポスト１２５と絶縁体１２６とを成形しないことによって、製造
コストが節約される。ヒュージブルエレメント（fusible element）１３６は、バスバー
１３１と電気接触する下側ヒューズ端子１３５’に接続される。通常の動作状態では、バ
スバー１３１と、下側ヒューズ端子１３５と、ヒュージブルエレメント１３６と、上側ヒ
ューズ端子１３５と、丸型端子１４０との間に電気接続が形成される。過電流イベントが
生じると、ヒュージブルエレメント１３６は飛ばされるか、あるいはこの電気接続を破損
する。
【００１２】
　図３Ａは、ブロックヒューズ１３０の斜視図であり、図３Ｂはその上面図である。ヒュ
ーズ１３０は、たとえば、セラミック材料で作製され得るハウジング１３０’によって規
定され、ポスト１２５を受ける、中心に設けられたアパーチャ１２７を有する。ヒューズ
１３０は、バスバー１３１に電力を供給するための保護すべき回路への電気経路を提供す
るために、端子１３５を介して丸型端子１４０と電気接触するヒューズエレメント１３６
を含む。また、ヒューズエレメント１３６は、保持を補助するために、ハウジング１３０
’に向かって延びる保持フランジ１３７を含む。また、ヒューズ１３０は、周囲粒子から
ヒュージブルエレメント１３６を保護するだけでなく、過電流状態に起因してヒューズが
飛んだときにアーク放電を阻止するように作用するカバー１８０を含む。このカバーは、
カバーを所定の位置に保持するのに役立つヒューズ本体１３０’の溝１８５中に少なくと
も部分的に設けられる。
【００１３】
　図４Ａ～図４Ｄは、本開示の代替実施形態によるアセンブリ２００の様々な斜視図であ
る。図２～図３に示した別個のヒューズ１３０の代わりに、この実施形態は、ヒューズ２
３０１・・・２３０Ｎとブロック２２０とを統合して、統一されたアセンブリにする。特
に、図４Ａはブロック２２０を示し、ブロック２２０は、ブロックの全長にわたって延び
る（図４Ｄ参照）、ブロックの底部に設けられたバスバー２３１を含む。アセンブリ２０
０の第１の部分２２９は、電源ケーブルがポスト２２５１に接続されたときに電源への接
続を規定する。バスバー２３１は、ブロック２２０の外側の周囲の電気接続（図示せず）
を介して、ポスト２２５１に接続される。ブロック２２０の残りの部分は、ヒューズ２３
０１・・・２３０Ｎを規定し、各ヒューズは、各ヒューズの第１の端子として作用するバ
スバー２３１を第２の端子２３５１・・・２３５Ｎに接続する別個のヒューズエレメント
２３６１・・・２３６Ｎを有する。図示のように、ヒューズエレメント２３６１は、端子
２３５１にバスバー２３１を電気接続してヒューズ２３０１を規定するために使用される
。また、ヒューズ２３０１・・・２３０Ｎの各々は、それぞれのヒュージブルエレメント
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２３６１・・・２３６Ｎを覆うカバー２３７Ｎを含む。
【００１４】
　図４Ｂには、丸型端子に接続するためにブロック２２０の凹部内にポストをどのように
配置するかを示すために、ヒュージブルエレメントまたはバスバーなしに、ポスト２２５

１・・・２２５Ｎとブロック２２０のみが示されている。特に、ブロック２２０は、ヒュ
ーズエレメント２３１１・・・２３６Ｎがそこに設けられる空の凹部２２８１・・・２２
８Ｎとともに示される。各ポスト２２５１・・・２２５Ｎのヘッドはブロック２２０中に
配置される。これにより、各ポストは、ブロック２２０から、各ヒューズのそれぞれの端
子２３５１・・・２３５Ｎのみを通って延びることができるようになる。こうすることに
より、各ポストは、端子２３５１・・・２３５Ｎのうちの対応する端子のみを貫通して突
出し、バスバー２３１とは接触しないので、ポスト２２５１・・・２２５Ｎの各々を絶縁
する必要がなくなる。さらに、絶縁体を１つも使用しないので、ヒューズがポスト２２５

１・・・２２５Ｎに装着されたときに存在する圧縮力は、ポストとそれぞれのヒューズ端
子との間の接触点に限定される。このようにして、各ポスト２２５Ｎは、対応するヒュー
ズ２３０Ｎのそれぞれの端子２３５Ｎと直接的に接触する。このようにすると、絶縁体を
必要する必要がなくなり、圧縮力はすべて、ヒューズ端子とそれぞれのポストとの間に直
接的に加えられるので、ボルト留めジョイントの圧縮力に耐えることができる。以前の設
計では、絶縁体ならびにブロック２２０を形成するために特殊プラスチックが必要であっ
た。使用中の熱、ならびにヒューズをポストにボルト留めしたときに発生する圧縮力に耐
えるために、これらのコストのかかる特殊プラスチックが選択された。対照的に、本開示
のポスト２２５１・・・２２５Ｎは、ブロック２２０を貫通して延びないので、これによ
り、これらの圧縮力に耐えることができる、使用されるべきコストのかかる高温プラスチ
ックまたはセラミックが不要になる。
【００１５】
　図４Ｃはアセンブリの切欠き断面図であり、バスバー２３１の対応する部分によって規
定された第１の端子と、ヒューズエレメント２３６Ｎによって接続された第２の端子２３
５Ｎと、丸型端子への接続のための、第２の端子２３５Ｎ中のアパーチャを通って上向き
に延びるポスト２２５Ｎとを有する特定のヒューズ２３０Ｎが示されている。また、各ヒ
ューズは、図３Ｂに示されるような、ヒュージブルエレメント２３６Ｎを保護するカバー
２８０Ｎを含む。
【００１６】
　図５～図７は本開示の代替実施形態によるアセンブリの様々な図であり、端子、ブロッ
ク、ポストおよびヒュージブルエレメントの異なる構成が含まれる。図５に、ブロック５
２０を備えるアセンブリ５００を示し、対になった、または横に並んだポスト５２５１・
・・５２５Ｎ構成は、ブロックヒューズ（たとえば、図３Ａに示した１３０）を受けるよ
うに適合されている。ブロック５２０は、たとえば、プラスチック製の統一された部品と
することができ、ブロック５２０の全長および全幅にわたって延びる、ブロックの底部に
設けられたバスバー５３１を含む。アセンブリ５００のバスバー５３１の第１の部分５２
９は、電源ケーブルが接続されたときに電源への接続を規定する。
【００１７】
　ヒューズ５３０１・・・５３０Ｎは各々、各ヒューズの第１の端子として作用するバス
バー５３１をヒューズの対応する第２の端子５３５１・・・５３５Ｎに接続する別個のヒ
ューズエレメント５３６１・・・５３６Ｎを有する。たとえば、ヒューズエレメント５３
６１は、バスバー５３１を端子５３５１に接続してヒューズ５３０１を規定するために使
用される。ヒュージブルエレメントの各々は、ヒュージブルエレメントの各々の温度が使
用中に上昇するので、ブロック５２０の壁５２０Ａから離して遠くに設けられ、ブロック
５２０のプラスチック材料と接触するべきでない。
【００１８】
　複数の５２５１・・・５２５Ｎの各々は、溝状凹部５２７を介してブロック５２０中に
配置される。これにより、各ポストは、ブロック５２０からそれぞれの第２の端子５３５
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１・・・５３５Ｎのみを通って延びることができるようになり、バスバー５３１には接触
しない。前述の実施形態に関して述べたように、ブロック５２０全体を貫通して延びるわ
けではないので、これにより、端子がポストに接続されたときに圧縮力に耐えることが可
能なブロックについて、コストのかかる高温プラスチックまたはセラミックを使用する必
要性が不要になる。端子５３５１・・・５３５Ｎの各々を離隔するために、端子５３５Ｎ

の各々とポスト組み合わせとの間にスペーサまたはガード５３４Ｎを設けることができる
。
【００１９】
　図６Ａ～図６Ｂに、本開示によるアセンブリ６００の別の実施形態を示す。図６Ａはア
センブリ６００の頂部斜視図であり、図６Ｂは同じアセンブリ６００の分解斜視図である
。アセンブリ６００は、第１のサブブロック６２０Ａと、第２のサブブロック６２０Ｂと
によって規定されるブロック６２０を含む。本実施形態では、バスバー（たとえば、図５
に示された５３１）は、第１のサブブロック６２０Ａの底部に配置された第１の部分６３
１Ａと、第２のサブブロック６２０Ｂの底に配置された第２のサブ部分６３１Ｂとによっ
て規定される。バスバー部分６２０Ａおよび６２０Ｂは、ヒューズ６３０１・・・６３０

Ｎの各々の第１の端子によって規定され、第２の端子はそれぞれの部分６３５１・・・６
３５Ｎによって規定される。ポスト６２５１・・・６２５Ｎの各々は、たとえば、図１お
よび図２に示された例示的な丸型端子を受けるように規定される。
【００２０】
　接続部分６２９は、アセンブリ６００の電源ケーブルを受ける。接続部分６２９は、た
とえば、電源ケーブルの丸型端子を受けるように適合された第１の接続部分６２９Ａと、
第２の接続部分６２９Ｂバイアアパーチャ６２９Ｂ’とよって規定される。第１の接続部
分６２９Ａと第２の接続部分６２９Ｂとの間に、（図６Ｂにより明確に示されている）追
加のヒュージブルエレメント６３６Ｎ＋１を設けることができ、ハウジング６２８内に設
けることができる。
【００２１】
　図６Ｂは、アセンブリ６００の分解図を示し、ヒューズ部分６３０１・・・６３０Ｎは
、それぞれのバスバー部分６３１Ａおよび６３１Ｂと、ヒュージブルエレメント６３６１

・・・６３６Ｎと、端子６３５１・・・６３５Ｎとによって規定された統一されたセクシ
ョンとして示されている。これらの統一された部品は、それぞれのブロック部分６２０Ａ
および６２０Ｂの周囲に設けられ、ポスト６２５１・・・６２５Ｎは、アパーチャを貫通
して上側端子６３５１・・・６３５Ｎの各々に突出している。第１のカバー６８０Ａおよ
び第２のカバー６８０Ｂは、それぞれのヒュージブルエレメント６３６１・・・６３６Ｎ

を覆うために使用される。サブブロック６２０Ａおよび６２０Ｂの各々の第１の側部は凹
部６２１と凸部６２２とを有しており、それらは、２つのサブブロックを１つに嵌合させ
てブロック６２０を形成するように整列される。
【００２２】
　図７は、本開示による代替アセンブリ７００の分解斜視図である。本実施形態では、ブ
ロック７２０は統一された部品であり、全体として７３０Ａと示される統一されたヒュー
ズアセンブリを受けるように構成される。統一されたアセンブリ７３０Ａは、バスバー７
３１とヒューズ７３０１・・・７３０Ｎによって規定される。バスバー７３１はヒューズ
の各々の第１の端子を形成し、第２の端子７３５１・・・７３５Ｎは、それらの間に設け
られたヒュージブルエレメント７３６１・・・７３６Ｎをそれぞれ介して第１の端子に電
気接続される。
【００２３】
　ブロック７２０は、第１のポストアセンブリ７９０Ａおよび第２のポストアセンブリ７
９０Ｂの第１のポストブロック７２２Ａおよび第２のポストブロック７２２Ｂを受けるよ
うに構成された第１の凹部７２１Ａおよび第２の凹部７２１Ｂを含む（説明を簡単にする
ために、統一されたアセンブリ７３０Ａ内に設けられた７９０Ａが示され、統一されたア
センブリ７３０Ａの外部に７９０Ｂが示されている）。このようにして、ブロック７２０
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け、あるいは、統一されたアセンブリ７３０Ａは、凹部７２１Ａおよび７２１Ｂ内に少な
くとも部分的に設けられたポストアセンブリ７９０Ａおよび７９０Ｂとともに摺動してブ
ロック７２０を越える。
【００２４】
　図８Ａは、本開示によるアセンブリ８００の代替実施形態の分解斜視図である。本実施
形態では、ブロック８２０は、以下で説明するように、第１の部分８２０Ａが１つまたは
複数の接続ケーブルへの接続のためのポスト８２５１、８２５２で構成され、第２の部分
８２０Ｂが雌型ヒューズ部分８３５Ｎ－２～８３５Ｎを受ける、統一された部品ブロック
でもマルチ部品ブロックでもよい。全体として８３０Ａと示される統一されたアセンブリ
は、バスバー８３１とヒューズ８３０１・・・８３０Ｎとによって規定される。バスバー
８３１はヒューズの各々の第１の端子を形成し、第２の端子は８３５１・・・８３５Ｎと
して示され、それらの間にヒュージブルエレメント８３６１・・・８３６Ｎがそれぞれ設
けられる。端子８３５Ｎ－２・・・８３５Ｎは、凹部８３２１・・・８３２Ｎ中に挿入す
るための凸型端子として構成することができる。雌型ヒューズ部分８３５Ｎ－２・・・８
３５Ｎの各々への接続を保持するために、複数の係止部分８２３１・・・８２３Ｎがブロ
ック部分８２０Ｂの頂部に設けられる。アセンブリ８００の側面図を示す図８Ｂを参照す
ると、これはより明確に理解できる。凹部８３２１・・・８３２Ｎは、係止部分８２３１

・・・８２３Ｎを介して所定の位置に保持された雌型ヒューズ部分８３５Ｎ－２・・・８
３５Ｎへの接続を受けるために、ブロック部分８２０Ｂを貫通して反対側まで延びる。
【００２５】
　本発明をある実施形態に関して開示してきたが、添付の（１つまたは複数の）請求項で
規定される本発明の領域および範囲から逸脱することなく、記載された実施形態に対する
数多くの修正、改変および変更が可能である。したがって、しかし、意図される本発明は
、記載された実施形態に限定されるものではないが、以下の特許請求の範囲の語法および
その等価物によって定義される全範囲を有すること意図するものである。
【符号の説明】
【００２６】
　１００　ヒューズアセンブリ
　１２０　ブロック
　１２５　ポスト
　１２６　絶縁体
　１３０　ヒューズ
　１３１　バスバー
　１３６　ヒュージブルエレメント
　１４１　ケーブル
　１４０　丸型端子
　１５０　丸型端子
　１５１　ケーブル
　１５５　ポスト
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【図２Ｂ】
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